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学部留学生のアカデミック場面における学びと変容に関する研究 
－コミュニティ参加過程に着目して－ 

 
近年、国際化が進む日本の大学において、多様な言語・文化を背景とする学部留学生が増え

る傾向にある。そのため、大学生活の中で学部留学生が、他の留学生や日本人学生たちとともに

参加するさまざまな接触場面は、多言語・多文化的な性格を強めていると推測される。このような

接触場面では、彼らは有意義な学びを体験する一方で、様々な困難や課題にも直面すると考えら

れる。 
彼らのアカデミック生活を支援するための実証的研究の重要性が高まる中、本研究では、多様

な社会文化・言語の背景をもつ留学生の、アカデミック場面での各種コミュニティへの参加過程及

び変容を解明することを目的とする。具体的には、学部留学生がどのようなアカデミック場面に参

加しているのか、どのように行動しているのか、そして、そこで求められる課題の達成には、どのよう

な行動や、日本語能力、日本語能力以外の技能が必要とされているのか、などである。これらの研

究課題の解明により、学部留学生のアカデミック能力の向上に役立つ提案ができるのではないか

と考える。 
まず、アカデミック場面に関する実証的な研究を行った文献を概観し、現状と困難点、インター

アクション能力、学びとその変容という 3 つの観点から考察を行った。現状と困難点に関する研究

は、学部留学生の日本語習得状況や課題(黒野 2006, 因 2003, 長野･峯 2005 など)について

明らかにしている。一方、インターアクション能力に関する研究では、宮崎・麻生(2007)、池田

(2004)が、アカデミック場面における言語能力以外のインターアクション能力の重要性について主

張した。学びとその変容に関しては、三代(2008)、八若(2008)などがあり、学部留学生の日本社

会・コミュニティへの参加及び変容のプロセスは、彼らにとって学びにつながる体験であると述べて

いる。以上の先行研究の概観の結果、現状と困難点に関する研究においては、学部留学生の言

語能力に着目した研究がほとんどであることがわかった。また、インターアクションに関する先行研

究では、ある特定の場面に限定し調査を行った研究が多く、大学内における総合的なアカデミック

場面に密着した実証的な研究が不足していることが明らかになった。 
また、大学院生(李 2010)と学部留学生のアカデミック環境の違いについて言及し、本研究の

立場を明らかにした。先行研究を踏まえ、本研究では、学部留学生のアカデミック場面での参加

過程における学びと変容に関する調査を行った。 
 本研究では、学部留学生を対象に、1 人あたり約 40 分から 1 時間程度、半構造化インタビュー

を行った。調査対象者は、日本の大学 3、4 年に在籍する韓国人留学生、計 8 名である。分析方

法は、インタビューから得られたデータを文字化し、質的データとして扱った。データは佐藤(2008)
の質的データ分析法を用い、分析を行った。 
 分析の結果、上位の概念カテゴリー11 項目が抽出された。さらに、上位の概念カテゴリーには下

位の概念カテゴリーとして分類されるものもある。なお、同類のもの別に、「大学生活への期待と不

安」、「学習関連活動」、「生活関連活動」、「異文化接触」、「大学生活に対する自己評価」という 5
つの節に分類し、各節ごとに、各概念カテゴリーに属するコードの詳細について述べた。 
 そして、各概念カテゴリーについての考察を行った。「大学生活への期待と不安」については、学

部留学生にとって日本人との交流が、期待の半面、不安要素にもなっていることが特徴として挙げ

られた。また、「学習関連活動」については、授業、試験・レポート、発表・プレゼンテーション、ゼミ
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といったアカデミック場面における様々な困難や課題に直面していることがわかった。その一方で、

それぞれ自分の学習環境に見合ったストラテジーを使用しつつ、課題を解決していることが明らか

になった。「生活関連活動」に関しては、主に、日本人との関係構築上の困難さや不慣れな環境

への適応に関する課題が浮き彫りとなった。また、ほとんどの対象者が学内の国際交流会への参

加を通し、様々な学びや気づきを体験していることがわかった。「異文化接触」では、困難・葛藤を

経て、異文化の理解へと成長する姿が見られた。一方、異文化接触での困難に直面し、アイデン

ティティの揺らぎや日本人・日本社会に対する閉鎖的な態度などの葛藤の様子も伺えた。「大学生

活に対する自己評価」においては、肯定的・否定的側面のいずれも確認された。肯定的な評価と

しては、AI 能力の向上やコミュニケーション能力の向上などが挙げられ、否定的な評価としては、

主に対人関係やプレゼンテーション・スキルが挙げられた。 
 各概念カテゴリーからの考察の結果、学部留学生は、学内の各種コミュニティへの参加を通して

学びや発見を体験し、意識や行動に大きく影響を受けていることがわかった。彼らにとって、日本

の大学は、異文化環境であり、そこでのアカデミック生活を通し、異文化受容・理解の肯定的意識

や見方の拡大または、他者とのコミュニケーションの取り方や関わり方などの学びを体験するので

ある。さらに、言語能力や学術的知識、学習ストラテジー、人的ネットワークなど実際のアカデミック

場面で必要とされる能力を獲得していくことが明らかになった。以上のことから、コミュニティへの参

加は彼らにとって、アカデミック生活を支援するために有意義であることが検証された。 
 本研究の結果から、日本で学ぶ留学生及び留学生受け入れ大学に対し、以下のような提案が

できると考える。まず学部留学生を支援する大学側には、留学生と日本人が共に学ぶ環境づくり

が求められる。そのため、留学生と日本人が相互理解を深められるように、交流の活性化を図る場

の提供が急務である。さらに、講義やゼミの体制といった既存の制度の再検討を通し、彼らが主体

的かつ自律的に取り組める学習活動を視野に入れたさらなる支援が必要となる。一方、学部留学

生には、自発的・積極的なコミュニティ参加や異文化に対する寛容性や柔軟な思考力などが求め

られる。 
学部留学生に対してのより充実した支援を行うために、今後はさらなる実証的な研究が求めら

れる。 
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